
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 12 月 1 日      － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう －      第 671号（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3丁目 10-15 富士ビル 505号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057     URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

 11 月 16 日（土）グリーンヒル大野を会場に

「はたらくものの音楽祭イン岩手」を開催しまし

た。コロナの期間に活動ができなかった状態にあっ

た私たちですが、昨年を第一歩として、ようやく動

き出し、今年は東北北の仲間からも参加してもらい

開催することができました。 

 第１部を歌声喫茶ふうに７曲（青い山脈等）を会

場のみんなで歌い、発声練習？になったところで第

２部としてコンサートを行いました。県内の日音協

の仲間はもちろん、新毛さんとユニットを組んでい

るリリックスや東京から高橋円さんも参加してくれ

たおかげで、休眠中だった SHMK も演奏すること

ができました。それぞれのユニットがそれぞれの特

徴を生かした発表となり、参加者も楽しめる内容と

なりました。（群馬から豊巻直子さんもかけつけてく

れました。） 

 青森から佐藤康弘さん、秋田から大嶋さん、リバ

ーサイド（後藤さん、藤原さん）のお二人も参加し

てくださり、大いに盛り上がりました。 

 交流会では、もちろんお酒も入りながら、日音協

の歌をかわるがわる歌い通し、音楽っていいなあ、

仲間っていいなあと感じる会となりました。 

（事務局長・佐藤幸子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニオンズ（佐々木かな子・佐藤幸子） 

リリックス（平谷茂子・新毛郁子） 

佐々木マンション（佐々木和子・貴） 

SHMK（かな子・八屋・円・新毛） 

三田地望美 

ゲストは秋田のリバ

ーサイドグラス（藤

原真栄・後藤雅裕） 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 671 号（2） 

財
政
か
ら
支
援
を
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

(1) 

日
音
協
の
い
く
つ
か
の
支
部
が
合
同

で
、
ま
た
は
一
つ
の
支
部
が
主
催
す
る
も

の
で
、
合
宿
形
式
を
と
る
こ
と 

(2) 

外
部
講
師
、
日
音
協
中
央
を
除
い
て
５

人
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と 

(3) 

あ
ら
か
じ
め
日
音
協
中
央
に
日
程
、
会

場
を
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と 

(4) 

一
年
度
一
つ
の
支
部
に
つ
き
こ
れ
ら

の
要
件
を
満
た
す
合
宿
が
複
数
あ
る
と
き

は
、
そ
の
う
ち
参
加
者
の
多
い
も
の
を
優

先
し
て
扱
い
ま
す 

(5) 

金
額
は
、
一
年
度
一
つ
の
日
音
協
ブ
ロ

ッ
ク
合
宿
に
つ
き
、
参
加
者
（
外
部
講
師
、

日
音
協
中
央
を
除
く
）
が
５
人
の
場
合
を

１
０
０
０
０
円
と
し
、
参
加
者
が
１
人
増

え
る
ご
と
に
１
０
０
０
円
を
増
額
し
ま

す
。
た
だ
し
上
限
を
４
０
０
０
０
円
と
し

ま
す
。 

４ 

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
５
と
日
音
協

N
e
x
t S

ta
g
e
 

ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ
講
座
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
全
国
の
仲
間
に
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
な
創
作
講
座
を
工
夫
し
て
開
催
し
ま

す
。
両
講
座
を
同
じ
日
程
で
日
音
協
セ
ミ
ナ

ー
２
０
２
５
と
し
て
開
催
す
る
か
、
別
日
程

と
す
る
か
、
別
日
程
の
場
合
日
音
協
会
計
か

ら
の
持
ち
出
し
を
増
額
さ
せ
な
い
工
夫
を
ど

う
す
る
か
、
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。 従

来
の
若
い
会
員
の
交
流
会
を
日
音
協

N
e
x
t S

ta
g
e

に
改
め
、
若
い
会
員
を
中
心

に
音
楽
を
基
本
に
全
国
的
に
交
流
で
き
る
場

と
し
て
開
催
し
ま
す
。
40
歳
以
下
の
会
員

は
、
引
き
続
き
往
復
交
通
費
を
日
音
協
が
負 

  

 

  

    

１ 

は
じ
め
に 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・

ガ
ザ
へ
の
攻
撃
な
ど
、
世
界
の
平
和
は
危

機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
日
本
を
戦
争

の
で
き
る
国
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
物
価
高
に
よ
り
は

た
ら
く
者
の
生
活
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
人
と
人
と
の
交
流

や
音
楽
が
制
限
さ
れ
た
時
期
が
過
ぎ
、
日

音
協
の
各
地
域
で
の
活
動
も
も
と
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
第
55
回
は
た
ら
く
も
の
の

音
楽
祭
は
、
富
山
県
支
部
を
除
き
全
支
部

が
結
集
し
、
成
功
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

日
音
協
は
、
支
部
を
日
常
活
動
の
集
約

の
場
と
し
て
、
労
働
組
合
の
集
会
を
は
じ

め
様
々
な
場
に
出
か
け
、
ま
た
、
多
く
の

音
楽
現
場
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
生
活
の
う
た
、
職
場
の
う
た
、
平

和
の
う
た
を
つ
く
り
、
う
た
い
、
ひ
ろ
め
、

つ
な
ぎ
あ
う
こ
と
を
柱
に
、
は
た
ら
く
も

の
の
立
場
に
た
っ
た
音
楽
運
動
＝
み
ず
か

ら
を
表
現
す
る
運
動
を
、
職
場
・
地
域
の

中
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
労

働
組
合
と
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、

労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
は
た
ら
く

人
々
と
も
手
を
携
え
ま
す
。
は
た
ら
く
も

の
の
音
楽
祭
と
機
関
紙
『
音
楽
運
動
』
を

中
心
に
全
国
的
な
つ
な
が
り
を
大
事
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。 

一
方
、
新
し
い
世
代
に
日
音
協
の
運
動

を
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
課
題
は
率
直

に
言
っ
て
停
滞
し
た
１
年
で
し
た
。
行
動

の
中
で
生
ま
れ
た
新
し
い
つ
な
が
り
を
、 

 

担
し
ま
す
。
ま
だ
日
音
協
会
員
に
な
っ
て

い
な
い
若
い
人
も
歓
迎
し
ま
す
。 

５ 

連
合
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
行
動

参
加 引

き
続
き
、
連
合
中
央
メ
ー
デ
ー
、
各

県
メ
ー
デ
ー
の
集
会
、
労
働
組
合
の
大

会
・
集
会
や
行
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
、

う
た
い
演
奏
し
ま
す
。
連
合
中
央
メ
ー
デ

ー
で
の
演
奏
を
日
音
協
の
顔
と
し
て
の
合

唱
・
演
奏
と
位
置
づ
け
て
、
て
い
ね
い
な

合
唱
練
習
を
し
て
準
備
し
ま
す
。 

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
成
組
織
と
し

て
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
そ
の
地
域
組
織

の
行
動
に
参
加
し
ま
す
。 

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク

シ
ョ
ン
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
や
５
・
３
憲
法
集
会
を
は
じ
め
と

し
た
総
が
か
り
行
動
な
ど
、
地
域
の
反

戦
・
平
和
・
脱
原
発
・
労
働
者
の
権
利
擁

護
の
た
め
の
行
動
に
参
加
し
、
う
た
い
演

奏
し
ま
す
。 

６ 

沖
縄
に
連
帯
す
る
行
動 

沖
縄
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
唯
一

地
上
戦
が
戦
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
政
の

も
と
で
土
地
を
奪
わ
れ
、
米
軍
基
地
を
造

ら
れ
、
今
な
お
米
軍
専
用
施
設
の
70
％
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
の

座
り
込
み
は
感
染
症
ま
ん
延
防
止
の
た
め

に
長
期
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
再
開
の
状
況
に
応
じ
て
、
沖
縄
の
被

害
、
差
別
の
実
態
を
ま
な
び
連
帯
す
る
た

め
に
参
加
を
全
国
に
呼
び
か
け
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
２
０
２
５
年
の
５
・
15
沖

縄
平
和
行
進
・
県
民
大
会
に
、
日
音
協
は

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
構
成
団
体
と
し
て
参
加

し
ま
す
。 

 
 

 
 

（
３
面
に
つ
づ
く
） 

              

    

      

さ
ら
に
２
０
２
５
年
度
の
活
動
を
通
じ
て

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

２ 

は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭 

第
56
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
を
、
２

０
２
５
年
10
月
18
日
、
19
日
に
長
野
県

千
曲
市
で
開
催
し
ま
す
。 

日
音
協
各
支
部
代
表
で
中
央
実
行
委
員

会
を
構
成
し
て
、
労
働
組
合
等
の
協
賛
を

得
て
主
催
す
る
と
と
も
に
、
連
合
長
野
を

は
じ
め
長
野
県
内
の
協
力
し
て
く
だ
さ
る

労
働
組
合
（
支
部
）
と
日
音
協
長
野
県
支

部
で
構
成
す
る
第
56
回
は
た
ら
く
も
の

の
音
楽
祭
長
野
県
実
行
委
員
会
が
実
行
態

勢
を
大
き
く
支
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

参
加
者
・
出
演
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
と
日
音
協
開
催
県
の
負
担
の
軽
減
を
は

か
る
と
と
も
に
、
労
働
組
合
等
の
支
援
も

厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

持
続
可
能
な
音
楽
祭
を
工
夫
し
ま
す
。 

第
57
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
の

開
催
の
準
備
を
は
じ
め
ま
す
。 

３ 

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿 

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
は
、
会
員
と
支
部
を
基

盤
と
す
る
組
織
に
な
っ
た
日
音
協
が
、
新

し
い
会
員
を
迎
え
る
重
要
な
機
会
で
あ

り
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
会
員
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
人
・
会
員
に
な
っ
て
も
い

い
な
と
思
っ
て
い
る
人
を
誘
っ
て
参
加
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
２
０
２
４
年
度

は
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
、
東
北
北
ブ
ロ
ッ
ク
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
と
香

川
県
支
部
で
合
宿
を
開
催
で
き
ま
し
た

が
、
２
０
２
５
年
度
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
、

沖
縄
県
も
合
宿
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

東
北
南
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
の
開
催
を
め
ざ
し

ま
す
。
引
き
続
き
次
に
よ
り
日
音
協
中
央 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 671 号（3） 

11 

機
関
紙
活
動 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
、
機
関
紙
『
音

楽
運
動
』
の
Ａ
４
版
６
ペ
ー
ジ
、
月
１
回
配

信
を
継
続
し
ま
す
。
印
刷
・
郵
送
に
よ
る
発

行
も
継
続
し
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
へ
の
切
り
替
え
を
引
き
続
き
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。
機
関
紙
購
読
料
は
、
取
材
・
編

集
費
用
と
し
て
引
続
き
年
２
４
０
０
円
（
月

２
０
０
円
）
と
し
、
日
音
協
会
員
は
会
費
に

含
ま
れ
る
こ
と
と
し
ま
す
。
全
国
の
動
き
を

知
ら
せ
る
た
め
に
も
写
真
を
多
用
し
、
楽
譜

も
多
く
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
発
行
に
あ
た

っ
て
は
、
全
支
部
、
全
会
員
が
、
編
集
部
に

情
報
を
送
る
と
と
も
に
、
編
集
部
は
年
間
の

企
画
を
立
て
て
各
支
部
・
会
員
に
原
稿
を
要

請
し
、
支
部
も
依
頼
さ
れ
た
原
稿
の
締
切
を

守
っ
て
、
発
行
態
勢
を
支
え
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。
各
支
部
事
務
局
は
会
員
・
読
者
に

届
い
て
い
る
か
、
年
１
回
は
点
検
す
る
こ
と

に
し
ま
す
。 

12 

財
政
活
動 

日
音
協
は
２
０
０
９
年
の
組
織
改
変
以
後

も
、
賛
助
団
体
が
減
少
し
、
会
員
も
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
会
員
を
増
や
す
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
成
果
が
あ
が
ら

な
け
れ
ば
財
政
規
模
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。 

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
３
年
ま
で
、
感

染
症
対
策
の
た
め
に
支
出
が
大
き
く
減
っ
た

一
方
、
事
業
収
入
な
ど
も
大
き
く
減
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
事
務
局
経
費
の
節
減
を
は

か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２
５
年
度
も
堅

実
な
執
行
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い

会
員
を
迎
え
る
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿

や
日
音
協N

e
x
t S

ta
g
e

に
は
し
っ
か
り
財

源
を
配
分
し
ま
す
。 

           

動
画
の
作
成
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

に
つ
い
て
、
経
験
を
交
流
し
ま
な
び
合
う

機
会
を
工
夫
し
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ

う
な
相
互
の
情
報
共
有
を
工
夫
し
ま
す
。 

Ｃ
Ｄ
や
新
し
い
歌
集
等
を
制
作
し
ま
す
。

支
部
の
Ｃ
Ｄ
等
の
制
作
を
支
援
し
ま
す
。 

 

10 

組
織
活
動 

日
音
協
は
、
個
人
で
あ
る
会
員
と
そ
の

日
常
活
動
の
集
約
の
場
で
あ
る
支
部
を
基

盤
と
す
る
組
織
で
す
。
北
海
道
支
部
、
青

森
県
支
部
、
岩
手
県
支
部
、
秋
田
県
支
部
、

福
島
県
支
部
、
茨
城
県
支
部
、
千
葉
県
支

部
、
東
京
都
支
部
、
新
潟
県
支
部
、
長
野

県
支
部
、
富
山
県
支
部
、
香
川
県
支
部
、

九
州
支
部
、
沖
縄
県
支
部
の
14
支
部
と
支

部
に
所
属
し
な
い
会
員
と
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
１
年
間
、
会
員
数
は
２
０

２
３
年
11
月
（
１
９
２
人
）
か
ら
入
会
●
、

退
会
●
で
●
人
●
の
●
●
人
（
２
０
２
４

年
11
月
１
日
現
在
）
と
な
り
ま
す
。 

労
働
組
合
は
、
自
治
労
、
林
野
労
組
、

東
武
交
通
労
組
と
公
務
労
協
が
賛
助
団
体

と
し
て
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
は
た
ら

く
も
の
の
音
楽
祭
は
、
開
催
県
実
行
委
員

会
を
つ
う
じ
て
さ
ら
に
多
く
の
団
体
が
支

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
支
部
と
労
組
が
日
音
協
活
動
の
基

盤
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
日
音
協
地

域
支
部
の
新
た
な
結
成
を
は
か
り
ま
す
。

同
時
に
、
労
働
組
合
と
の
関
係
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
労
働
組
合
全
国
組
織
ご
と

に
労
組
内
の
音
楽
活
動
家
を
組
織
す
る
労

組
音
楽
協
議
会
（
音
楽
集
団
）
と
の
連
携 

 

 

を
強
化
し
ま
す
。 

若
い
仲
間
を
は
じ
め
と
し
て
会
員
の
拡

大
に
全
体
で
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

行
動
の
中
で
お
お
ぜ
い
の
参
加
者
に
演
奏

を
聴
い
て
い
た
だ
き
、
ま
た
地
域
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
て
、
一
緒
に
う
た
う
仲
間

を
広
げ
ま
す
。
音
楽
祭
や
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿

に
、
新
し
い
仲
間
に
積
極
的
に
参
加
を
呼

び
か
け
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日
音
協

は
「
音
楽
運
動
に
定
年
は
な
い
」
と
言
っ

て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
そ
の
こ
と
が
現

実
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。 日

音
協
会
員
は
規
約
で
は
支
部
会
員
と

個
人
会
員
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

新
た
に
日
音
協
に
入
会
し
て
い
た
だ
く
方

は
、
地
域
に
地
域
支
部
が
あ
る
場
合
は
原

則
と
し
て
地
域
支
部
に
属
す
る
こ
と
と

し
、
ま
た
地
域
支
部
に
属
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
に
は
、
幹
事
会
の
議
論
を
経
て

個
人
会
員
と
し
ま
す
。
現
在
の
個
人
会
員

も
、
地
域
に
地
域
支
部
が
あ
る
場
合
は
、

会
員
本
人
の
理
解
と
納
得
の
も
と
に
、
順

次
地
域
支
部
に
属
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
す
。 

日
音
協
は
、
総
会―

全
国
代
表
者
会
議

―

幹
事
会
と
い
う
機
関
で
、
各
支
部
の
活

動
を
集
約
し
、
全
国
的
な
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
の
幹
事
会
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
（z

o
o
m

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
）
も
含
め
て
毎
月
開
催
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
の
全
国
代
表
者
会
議
は
７

月
に
開
催
し
、
第
62
回
定
期
総
会
は
音
楽

祭
の
開
催
日
を
考
慮
し
て
12
月
に
開
催

し
ま
す
。 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
面
か
ら
つ
づ
く
） 

 

７ 

県
支
部
・
サ
ー
ク
ル
が
つ
く
る
音
楽
現 

 
場 県

支
部
や
サ
ー
ク
ル
が
積
極
的
に
音
楽

現
場
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
第
３
金

曜
日
の
官
邸
前
反
原
発
行
動
（
反
原
発
う
た

い
た
い
）
の
よ
う
に
、
街
頭
で
訴
え
る
音
楽

現
場
も
工
夫
し
ま
す
。 

 ８ 

日
音
協
ソ
ン
グ
の
募
集
な
ど 

日
音
協
の
み
ず
か
ら
を
表
現
す
る
運
動

の
重
要
な
柱
で
あ
る
創
作
を
推
進
す
る
た

め
に
、
日
音
協
ソ
ン
グ
２
０
２
５
を
募
集
し

ま
す
。
各
支
部
の
意
見
を
き
い
た
う
え
で
会

長
が
指
名
す
る
人
と
日
音
協
幹
事
会
メ
ン

バ
ー
あ
わ
せ
て
８
人
で
選
考
委
員
会
を
構

成
し
、
応
募
曲
の
中
か
ら
全
国
に
広
め
た
い

う
た
を
選
考
し
、
音
楽
祭
な
ど
で
広
め
ま

す
。
応
募
曲
集
を
『
音
楽
運
動
』
号
外
と
し

て
配
布
す
る
と
と
も
に
、
日
音
協
会
員
に
は

楽
譜
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
を
検
討

し
ま
す
。 

日
音
協
と
共
通
の
理
念
を
も
っ
て
歌
を

創
っ
て
い
る
音
楽
家
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

て
「
歌
を
創
る
と
い
う
こ
と
」
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
共
有
し
ま
す
。 

 

９ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
動
画
の
配

信
等 

Y
o
u

T
u

b
e

上

の

「N
ic

h
io

n
k
yo

u
 

M
u

s
ic

」
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
て
、
会
員

や
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
す
る
動
画
や
音
源
を

配
信
・
共
有
し
ま
す
。
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
引
き
続

き
開
催
し
ま
す
。 
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サ
ー
ク
ル
員
一
人
一
人
の
担
当
で
１０

曲
あ
ま
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
、
喜

ん
で
お
り
ま
す
。
合
唱
曲
４
曲
は
日

頃
の
練
習
の
成
果
も
あ
り
、
何
と
か

皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

 

最
近
は
男
性
・
女
性
合
唱
と
少
数

で
の
発
表
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
３
時
間
あ
ま
り
の
開
催
が
ア
ッ

ト
い
う
間
に
過
ぎ
、
今
年
も
開
催
し

て
良
か
っ
た
と
の
、
心
地
よ
い
疲
れ

が
残
る
良
い
時
間
を
サ
ー
ク
ル
員
全

員
が
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
    

（
金
川
敏
之
） 

       

    合唱団ミール 

編集部より 

■11/23～24 日音協 SONG選考委員会 

 さて 2024日音協 SONGは、どなたに？ 

 発表と演奏は、12月７日の日音協全国総会

で行われます。（音楽運動では、１月号に掲載

しますし、号外として応募曲の楽譜集を配布

します。） 

 

■さて、東京都支部コンサートが 11 月 30

日開催されました。さすがにこれは『音楽運

動』掲載には間に合わないので、この報告も

１月号となります。 

 

■総会や今後の活動について、（大谷くんでは

ありませんが）ヒリヒリしたりワクワクする

ようにしていきましょう。        （佐藤） 

１１月９日に「福島原発事故被害から健康と

暮らしを守る会」の第３回総会が浪江町で開か

れた。昨年同様に総会オープニングで日音協へ

の演奏依頼があり、高山・坂口・南條の３名が

参加した。歌った曲は「むらさきつゆくさの

歌」「これ以上海を」「よみがえれふるさと」の

３曲をソロとハモリで披露。会場は普通の会議

室で音楽演奏に利用できる音響設備はなく、３

人それぞれが持参したアンプで対応。うち一台

が音出しの時に使用不可となるトラブルが発生

したもののマイクを歌い手に合わせて位置を変

えるなどで何とか歌いきることができた。 

会場には加入団体の人だけでなく他県より浪

江町に移住して復興に携わる子連れの若いお母

さんなど個人会員の顔もチラホラ見えていた。

終了後には日音協の演奏に感激され楽譜を希望

された人も。（この会は避難地域１３市町村の

みならず県内全体の人々の暮らしと健康を守

り、国の責任による「健康手帳」交付の実現を

目指し２年前に発足した団体です。会では坂

口・南條が運営委員を担っています。） 

                       （福島・南條善徳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂口さん    南條さん      高山さん 

 

し
し
の
子
サ
ー
ク
ル
最
大
の
行
事

第
42
回
「
う
た
の
ひ
ろ
ば
」
を
１１

月
９
日
（
土
）
に
富
山
県
射
水
市
の

大
門
総
合
会
館
に
て
、
日
音
協
富
山

県
支
部
の
仲
間
や
富
山
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
研
究
会
の
皆
さ
ん
の
友
情
出
演

の
協
力
を
得
て
、
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
回
は
毎
年
使
用
し

て
い
た
会
場
が
急
遽
使
え
な
く
な

り
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
地
域
の
仲

間
や
サ
ー
ク
ル
員
の
知
り
合
い
・
家

族
の
協
力
を
得
て
、
和
気
あ
い
あ
い

の
中
で
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
毎

回
苦
労
し
て
い
る
シ
ン
グ
ア
ウ
ト
も 
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２
０
２
４
日
音
協
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
合
宿
を
10
月

26
日
か
ら

27
日
、
千
葉
県
習
志
野
市
で
開

催
し
ま
し
た
。 

今
回
の
メ
イ
ン
は
「
ガ
チ
ャ
で

演
奏
を
つ
く
ろ
う
」
で
受
付
で
の

く
じ
引
き
に
よ
り
４
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
曲
も
場
面
も
自

由
に
決
め
て
演
奏
を
つ
く
り
、
聴

き
あ
い
批
評
し
あ
っ
て
活
か
し

て
再
発
表
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
お
こ
な
い
ま
し
た
。
１
時
間
半

ほ
ど
の
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か

で
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
選
曲
や
想

定
す
る
場
面
を
話
し
合
い
練
習

を 

夜
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

合
唱
団
ミ
ー
ル
、
瓦
井
孔
二
、

高
橋
円
、
狭
石
啓
子
、
Ｐ
ｉ
ｇ

ｇ
ｉ
ｅ
ｓ
、
岩
野
浩
昭
、
森
理

子
・
加
本
和
美
、
茨
城
県
支
部

が
発
表
し
、
夕
食
交
流
と
な
り

ま
し
た
。 

２
日
目
は
再
び
各
班
に
分
か

れ
、
批
評
会
で
出
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
50
分
ほ
ど
練
習
し

た
の
ち
発
表
を
お
こ
な
い
ま
し 

も
お
こ
な
い
、
発
表
で
Ａ
班
は

「
ジ
ュ
ゴ
ン
が
す
む
海
」
な
ど
路

上
コ
ン
サ
ー
ト
を
想
定
し
て
Ｍ

Ｃ
付
き
で
、
Ｂ
班
は
「
だ
れ
も
き

か
な
い
話
」
、
Ｃ
班
は
「
長
崎
平

和
祈
念
像
の
歌
」
な
ど
、
Ｄ
班
は

地
元
の
お
祭
り
会
場
を
想
定
し

て
若
い
親
子
に
も
聞
い
て
も
ら

え
る
よ
う
に
「
と
な
り
の
さ
ん
ぽ

ロ
ー
ド
」
は
３
曲
を
つ
な
げ
ま
し

た
。
発
表
後
の
批
評
会
で
は
ア
ン

プ
の
使
い
方
や
そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
設
定
に
対
し
て
の
意
見
、
Ｍ
Ｃ

に
対
し
て
の
要
望
や
選
曲
に
関

す
る
評
価
な
ど
多
く
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

た
。
歌
詞
の
コ
ピ
ー
を
配
っ
た

り
歌
詞
を
先
読
み
し
て
会
場
全

体
で
一
緒
に
歌
え
る
よ
う
に
改

良
し
た
グ
ル
ー
プ
や
、
指
摘
さ

れ
た
Ｍ
Ｃ
や
ア
ン
プ
の
使
い
方

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
短
い
時
間
な

が
ら
も
場
面
設
定
を
よ
り
意
識

し
た
成
果
発
表
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
反
原
発
う
た
い

た
い
」
で
歌
わ
れ
て
い
る
う
た

を
参
加
者
で
歌
い
、
感
想
を
出 

し
合
い
終
了
し
ま
し
た
。
個
人

的
に
は
ガ
チ
ャ
で
ど
う
な
る
か

不
安
で
し
た
が
、
組
ん
だ
こ
と

が
な
か
っ
た
仲
間
と
意
見
を
出

し
合
い
な
が
ら
演
奏
を
つ
く
っ

た
り
、
批
評
を
活
か
し
て
い
か

に
会
場
を
盛
り
あ
げ
る
か
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
根
本
賢
治
） 

 

 

11
月
10
日
、
水
戸
市
赤
塚
市

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
ふ
る

さ
と
赤
塚
祭
り
」
が
行
わ
れ
、

日
音
協
茨
城
県
支
部
と
し
て
５

名
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

赤
塚
地
区
自
治
会
長
で
水
戸

市
議
だ
っ
た
飯
田
正
美
氏
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
10
数
年
ぶ
り

の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。
司
会

者
か
ら
の
紹
介
を
受
け
定
刻
の

10
時
15
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
「
青

春
時
代
」
「
さ
ん
ぽ
」
「
里
の

秋
」
最
後
の
「
ふ
る
さ
と
」
ま

で
全
９
曲
を
披
露
し
た
と
こ
ろ

観
客
か
ら
「
ア
ン
コ
ー
ル
」
が

か
か
り
、
水
戸
黄
門
に
因
ん
だ

あ 

「
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り
」
を
演

奏
し
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

 

会
館
前
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

野
菜
の
格
安
販
売
、
豚
汁
販
売
、

住
民
か
ら
の
寄
付
品
に
よ
る
バ

ザ
ー
、
会
館
内
で
は
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
販
売
等
も
行
わ
れ
、
高
齢

者
か
ら
幼
児
ま
で
幅
広
い
世
代

の
参
加
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。 

 

働
く
者
の
立
場
で
の
音
楽
普

及
活
動
と
同
時
に
、
広
く
地
域

住
民
と
の
触
れ
合
い
や
音
楽
現

場
の
創
出
も
ま
た
今
後
活
動
の

裾
野
を
広
げ
る
意
味
で
重
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 （

江
崎
） 
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▼
ト
ラ
ン
プ
が
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
と
幻
想
を
撒
き
散
ら
し
て
大
統
領
の

座
を
得
た
。
米
国
の
上
位
１
％
の
超
富

裕
層
が
米
国
の
富
全
体
の
３
分
の
１
を

保
有
し
、
富
裕
な
人
た
ち
ほ
ど
富
を
増

や
し
て
い
る
。
貧
し
い
人
た
ち
は
そ
の

逆
で
、
貧
富
の
格
差
は
さ
ら
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
ど
こ
の
資
本
主
義
大
国
も
、

辺
境
か
ら
奪
っ
て
き
た
富
の
一
部
を
労

働
者
に
も
分
配
し
、
中
間
層
を
育
て
不

満
が
爆
発
し
な
い
よ
う
に
対
処
し
て
き

た
の
だ
が
、
そ
の
ゆ
と
り
を
失
い
せ
っ

か
く
育
て
て
き
た
中
間
層
を
食
い
物
に

し
始
め
た
。
そ
の
た
め
ど
こ
で
も
社
会

的
な
ス
ト
レ
ス
が
激
増
し
、
移
民
が
諸

悪
の
根
源
で
あ
る
か
に
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
▼
１
期
目
の
時
は
ま
だ
政
界

新
参
者
だ
っ
た
が
、
今
回
の
ト
ラ
ン
プ

は
、
と
り
わ
け
銃
撃
暗
殺
未
遂
事
件
以

降
は
神
が
か
り
的
に
な
り
、「
私
は
神
に

守
ら
れ
て
い
る
」
と
思
い
込
む
暴
走
状

態
に
突
入
。
全
て
を
自
分
の
思
う
ま
ま

に
仕
切
っ
て
周
り
を
お
友
達
で
固
め
つ

つ
あ
る
。
と
り
わ
け
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス

ク
が
、
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の
パ
ト
ロ
ン
気

取
り
に
な
り
、
政
権
移
行
チ
ー
ム
に
口

を
挟
ん
だ
り
、
ト
ラ
ン
プ
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
の
電
話

会
談
の
場
に
立
ち
会
っ
た
り
し
て
い
る

の
は
問
題
で
、
法
と
ル
ー
ル
に
背
く
お

仲
間
同
士
の
国
益
を
損
な
う
危
険
が
増 

し
て
い
く
▼
そ
う 

し
た
中
で
、
何
で 

も
あ
り
の
自
殺
的 

な
粗
暴
行
為
に
走 

ら
ぬ
こ
と
を
願
う 

ば
か
り
だ
。 

                                                                                    

 

   

 

     

 

    

   

                          

（185） 

飯島貞親 

▼谷川俊太郎さんが 11月 13日、

亡くなった。92歳だった。谷川さ

んの詩では「死んだ男の残したも

のは」（曲＝武満徹）が広く歌わ

れていると思います（『うたのひ

ろば』１集に掲載）が、２集には

「空に小鳥がいなくなった日」（曲

＝林光）と「ひとりぼっちの裸の

子ども」（曲＝湯浅譲二）が掲載

されており、いろんな場面でうた

いました。ご冥福をお祈りいたし

ます。           （松本） 

▼2024 はた音いわてに行って、

歌ってもきました。写真でもお分

かりかと思いますが、参加者の皆

さんの笑顔笑顔が特徴的でした。

プログラムもスマホで撮って掲載

しました。曲目など打ち直せば見

やすいかもしれませんが、味があ

るので原本を載せました。ビデオ

がありますので、近々日音協のホ

ームページで紹介します。▼なん

と総会と同じ 12 月７日には久慈

で「うたごえ喫茶５」を開催する

とのこと。ごめんなさい、参加で

きません。        （佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

11
／
８
（
５
２
６
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

【
参
加
者
】
か
お
る
さ
ん
、
ス
ー

さ
ん
、
守
屋
さ
ん
、
イ
サ
さ
ん
、

美
野
さ
ん
、
ゆ
き
さ
ん
、
上
野
さ

ん
、
森 
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上
野
さ
ん
が
新
曲
を
も
っ
て
来

て
く
れ
た
。
新
曲
は
『
原
発
エ
レ

ジ
ー
』。
ス
メ
タ
ナ
の
『
モ
ル
ダ
ウ
』

の
フ
レ
ー
ズ
が
使
わ
れ
て
い
る
。

『
モ
ル
ダ
ウ
』
を
原
曲
と
し
て
は

さ
だ
ま
さ
し
が
映
画
『
次
郎
物
語
』

の
挿
入
歌
『
男
は
大
き
な
河
に
な

れ
』
を
創
っ
て
い
る
。
上
野
さ
ん

の
歌
は
さ
だ
ま
さ
し
の
歌
の
替
え

歌
だ
そ
う
だ
。「
さ
だ
ま
さ
し
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
的
に
ど
う
か
な
ー
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
加
藤
剛
が
映
画

の
中
で
唄
っ
て
い
た
の
を
聴
い

て
、 

て
、
す
ご
く
よ
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
」

と
、
創
作
に
至
っ
た
経
過
を
話
し

て
く
れ
た
。
私
は
元
歌
を
ち
ゃ
ん

と
聴
い
た
こ
と
が
な
く
て
音
の
記

憶
が
曖
昧
で
、
伴
奏
が
追
い
つ
か

な
か
っ
た
が
、
み
ん
な
は
歌
詞
カ

ー
ド
を
み
な
が
ら
上
野
さ
ん
の
リ

ー
ド
で
く
り
か
え
し
味
わ
っ
た
。 

上
野
さ
ん
の
歌
で
私
の
大
好
き

な
『
あ
な
た
に
届
け
と
』
と
『
子

ど
も
ら
の
明
日
の
た
め
に
』
を
続

け
る
。
上
野
さ
ん
の
歌
は
た
く
さ

ん
あ
る
け
れ
ど
、
新
し
い
人
た
ち

に
歌
詞
カ
ー
ド
と
し
て
配
れ
て
い

な
い
も
の
も
多
い
。 

「
茱
萸
坂
も
世
代
交
代
だ
ね
。

こ
こ
を
通
る
ひ
と
も
世
代
が
代
わ

っ
て
い
る
だ
ろ
う
ね
。
我
々
が
や 

っ
て
い
る
こ
と
も
、
な
に
？
っ
て

感
じ
な
ん
だ
ろ
う
な
。」
と
上
野
さ

ん
が
言
う
。
忘
れ
て
は
い
け
な
い

出
来
事
な
ん
だ
。
避
難
し
た
ひ
と
、

し
な
か
っ
た
ひ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

痛
み
。
そ
ん
な
思
い
で
『
双
葉
の

秋
』
を
歌
う
。
女
川
原
発
の
話
題

が
出
る
。
目
先
の
利
ば
か
り
追
う

原
発
政
策
。『
水
に
流
す
な
』『
明

日
を
殺
す
な
』『
私
た
ち
は
許
さ
な

い
』。 

『
ふ
る
さ
と
沖
縄
』
を
歌
っ
て
、

当
山
さ
ん
の
話
題
が
出
た
。
防
衛

省
や
東
電
や
国
会
前
の
い
ろ
ん
な

行
動
に
参
加
し
て
い
た
沖
縄
出
身

の
当
山
さ
ん
。
イ
サ
さ
ん
も
あ
ち

こ
ち
で
一
緒
に
な
っ
て
い
て
、
よ

く
覚
え
て
い
た
。
辺
野
古
ゲ
ー
ト

前
に
『
ふ
る
さ
と
沖
縄
』
を
持
ち

込
ん
だ
の
も
当
山
さ
ん
だ
っ
た
。

当
山
さ
ん
が
よ
く
歌
っ
て
い
た

『
芭
蕉
布
』
を
歌
っ
た
。 

ヨ
ッ
シ
ー
、
利
美
さ
ん
、
当
山

さ
ん…

亡
く
な
っ
た
仲
間
の
懐
か 

し
い
名
前
が
出
て
、『
声
よ
集
ま
れ 

歌
と
な
れ
』
を
歌
い
た
く
な
っ
た
。

「
君
と
一
緒
な
ら
闘
え
る
」
は
茱

萸
坂
の
心
で
も
あ
る
よ
ね
。
そ
ん

な
存
在
に
ど
れ
ほ
ど
支
え
あ
え
て

き
た
だ
ろ
う
。 

周
平
さ
ん
が
来
た
ら
『
Ｄ
Ｏ
！

廃
炉
』
を
歌
お
う
、
と
、
実
は
み

ん
な
思
っ
て
い
た
ら
し
い
。
19
時

も
ず
い
ぶ
ん
過
ぎ
た
か
ら
今
日
は

お
休
み
な
の
だ
と
あ
き
ら
め
て
、

今
い
る
メ
ン
バ
ー
で
が
ん
ば
っ
て

み
た
。
原
発
名
列
挙
、
私
は
３
番

で
ひ
っ
か
か
っ
た
。
残
念
！
守
屋

さ
ん
は
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
コ

ン
プ
リ
ー
ト
し
た
そ
う
だ
。
す
ご

い
！
こ
の
歌
を
創
っ
た
北
海
道
の

笠
木
さ
ん
も
今
は
も
う
い
な
い
。

茱
萸
坂
に
も
何
度
も
来
て
く
れ
た

人
だ
。
歌
が
あ
り
、
歌
い
続
け
る

私
た
ち
が
い
る
か
ぎ
り
、
彼
ら
が

き
え
る
こ
と
は
な
い
。 

『
風
車
の
唄
』
で
行
動
を
終
え

た
。
元
気
出
し
て
い
こ
う
。 

  

先日（11/15）、秋田県支部の方

が茱萸坂を訪ねてくださいました

が官邸前集会の日だったので、そち

らに集中していました。残念！ 

毎月第３金曜日は官邸前での『原発

いらない金曜行動』に参加していま

す。 

日音協総会に出席されるみなさん 

前日の 12/6（金）18 時半〜19

時半 茱萸坂は歌っていますよ〜！ 

 


